
様式第１号（第８条関係）

[bookmark: _Hlk232615754]さいたま市ひとり親家庭学士等取得支援事業修学課程指定申請書
 
  年  　月  　日
（あて先）さいたま市長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　氏名
 
次のとおり、学士等取得支援給付金事業の修学課程としての指定を申請します。
	①氏 名 
（申請者） 
	ﾌﾘｶﾞﾅ 
	生年月日
	年
月  　日生（　　歳）

	
	 
	
	

	②住 所 
	（〒　　　－　　　　　）

	電話
（　　　）　 　－

	③大学の名称 
	 
 

	④学科等の名称 
	 
 

	⑤修学期間 
	  年　  月　  日 ～ 　　  年 　 月 　 日  
（ 受 講 開 始 日 ） 

	⑥所要費用（予定） 
※修学予定年数の合計額を記載
	入学金   　　　　 円、授業料    　　　　円     合計額  　 　　 　円 

	⑦高等教育の修学支援新制
度受給資格の有無 
	受講開始日現在において高等教育の修学支援新制度の受給資格が
（ ある ・ ない ） 

	⑧公共職業安定所の教育訓練給付金受給資格の有無 
	受講開始日現在において公共職業安定所の教育訓練給付金受給資格が
（ ある ・ ない ） 

	⑨過去の受給の有無 
	過去に学士等取得支援給付金を受けたことが（ ある ・ ない ）

	（備考） 
 
 
 



（添付書類） 
１　受給希望者及びその扶養している児童の戸籍謄本又は抄本
２　受給希望者及びその扶養している児童の属する世帯全員の住民票の写し 
３　母子・父子自立支援プログラムの写し等の自立に向けた支援を受けていることを証する書類
４　その他市長が必要と認める書類


 必ず裏面の注意事項をお読みください。

（注意事項）  
1 本申請書は、修学開始日以前に提出してください。
2 支給の対象となるのは、大学の課程の修学について支払う入学金及び授業料です。 
3 支給の対象となるのは、入学金及び授業料の合計額の６割相当額です。ただし、その金額が「修学年数 × 40万円」を超える場合は、「修学年数 × 40万円」が上限になります（最大160万円）。
4 所要費用については、標準的な予定される金額であり、修学課程修了後に大学により証明された金額に基づき支給額を算定することとなります。  
5 [bookmark: _Hlk232616262][bookmark: _Hlk232620114]修学課程の指定後、大学の入学を取りやめた場合や修学課程の中途でやめた場合、市外に住所を異動した場合などで受給要件を欠くこととなった場合は、給付金の支給が受けられません。速やかにその旨を報告してください。
6 本事業の給付金の支給を受ける際には、あらためて「学士等取得支援給付金事業支給申請書」に添付書類をつけて支給申請手続きを行うことが必要です。なお、支給申請期間は、各年次の終了日から起算して30日以内です。  
 	 

様式第３号（第１１条関係）
 
さいたま市ひとり親家庭学士等取得支援事業支給申請書
 
  年  　月  　日
（あて先）さいたま市長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者　氏名

次のとおり、学士等取得支援給付金の支給を受けたいので申請します。
	①氏 名 
（申請者） 
	ﾌﾘｶﾞﾅ 
	生年月日
	年
月 　日生（　　歳）

	
	 
 
	
	

	②住 所 
	（〒　　　－　　　　　）

	電話
（　　　）　 　－

	③大学の名称 
	 

	④学科等の名称 
	 
 

	⑤修学期間 
 
うち支給期間 
 
	  　　　年　  月　  日 ～ 　　 　 年 　 月 　 日  
（ 受 講 開 始 日 ）
うち　　 　 年  　月 　 日（ 初日 ） ～ 　　  　年　  月 　 日（ 末日 ）

	⑥所要費用 
	入学金   　　　　 円、授業料　　　　    円     合計額  　　　　  円 

	⑦希望する支払金融機関 
	金融機関名 
	口座の種類 
（ 普通 ・ 当座 ・ その他 ） 

	
	支店名 
	口座番号 

	
	口座名義（ﾌﾘｶﾞﾅ） 

	（備考） 
 
	











必ず裏面の添付書類及び注意事項をお読みください。

（添付書類）
１  受給希望者及びその扶養している児童の戸籍謄本又は抄本
２  受給希望者及びその扶養している児童の属する世帯全員の住民票の写し
３　母子・父子自立支援プログラムの写し等の自立に向けた支援を受けていることを証する書類
４　修学課程指定通知書
５　大学の長が、その大学の規則に基づいて、受講者の課程の修了を認定する卒業証明書若しくは課程の
修了に必要な実績及び目標を達成していることを証明する成績証明書及び学年が確認できる在学証明
書
６　大学の長が、受講者本人が修学のために支払った入学金及び授業料について発行した領収書（受講者
がクレジットカードの利用等クレジット会社を介して支払う契約を行った場合は、クレジット契約証
明書（クレジット伝票の受講者用控に施設が必要事項を付記したものを含む。））で、次に掲げる事項
の記載があるものの写し（なお、記載事項について訂正のある場合、受講施設の長の訂正印のないも
のは無効とする。）
ア　大学の名称
イ　受講者（支払者）氏名
ウ　対象課程名
エ　領収額（又はクレジット契約額）及びその内訳（入学料と受講料のそれぞれの額）
オ　領収日（又はクレジット契約日）
カ　領収印
７　振込先が分かるものの写し
（２回目以降の申請で、振込先に変更がない場合はこれを省略することができる）
８　その他市長が必要と認める書類

（注意事項）  
1 [bookmark: _Hlk230077838]支給申請期間は、各年次の終了日から起算して30日以内です。  
2 支給申請における所要費用については、支給申請期間に支払った入学金、授業料を記入してください。 
